20121104　1部礼拝
地上最高の出来事(ルカ15:1-10)
　イエスさまがいろいろなしるしを示され、また今まで聞いたことのないメッセージを語って多くの人がイエスさまのところに集まるようになりました。それがずっと続いている中で、当時、偉いと思われていたパリサイ人、律法学者たち、ユダヤ人の宗教人などが、それがどうしても受け入れられないし気に入りませんでした。その中で今日もイエスさまのところにいろいろな人が集まっていて一緒に食事をしているのを見て、パリサイ人や学者たちが「あの人は罪人たちを受け入れて食事までするのだ」と冷やかしていました。それは「あんな奴らと一緒に食事をするのか」という意味です。イエスさまのところに来ている人々に対してあざける、また無視する発言でもあるし、また言い換えますとイエスさまのことも「やっぱり違うな。キリスト、救世主と言っているけれども全然でたらめなのではないか」と言いたいのです。そのポイント、根拠を何から取り上げてそのように冷やかしているのかと言うと「ほら。その救世主と言っているイエスの周りに集まってくる人を見なさい。取税人、罪人、社会から疎外されている者、職業で言うと一番下っ端の仕事をしている者、また周りから売国者と言われている者、あるいは罪人と言われる者、そう言われて仕方がない者ばかりが集まっているのではないか。何がキリストで、何が救世主なのか」と冷やかしています。そのお話を聞いて、またその様子をご覧になったイエスさまがたとえ話を話しました。その内容は、「もし、ある人が100匹の羊を持っているとして、その中の1匹を無くしたとしましょう。そうすると99匹を野原にそのまま残していなくなった1匹を一生懸命探すのが当然でしょう。まだ99匹いるから1匹くらいはいいと言う飼い主はいないでしょう。あなたがただったらそうするのか。一生懸命捜し歩いて見つけるまで探して見つけた場合には大いに喜ぶのではないのか。それで担いで家に帰ってくるのではないか。別にもう1匹が加わったのではありません。元通りかもしれません。でも失っていたもの、失われていたものが戻ってきたという喜びがあるのではないか。あなたがたも経験したでしょう。そして、財産が増えたわけではありませんが、近所や友達を呼んで『いなくなった羊を見つけました。一緒に喜んでください』と宴会、パーティを開いて皆で喜ぶというのが普通ではないのか」という話をされました。それから、もう一つ「銀貨10枚を持っている女の人がその中の1枚を無くした場合にはあかりをつけて見つけるまで探すのではないか。そして、見つかったときには10枚が15枚になったわけでもないのに、無くした物が戻ってきた喜びというものがあるのではないのか。もうそれ以上の喜びはないくらい喜ぶのではないか。そして、近所の人を呼んで『私は銀貨1枚を無くしたのですがそれが見つかりました。一緒に喜ぼう。パーティをしようか。シャンパンでもどう』とするでしょう。これと同じように罪人一人が悔い改めるなら、悔い改めの必要のない99人の正しい人に優る喜びが天にあります」という話をされました。つまり、一人が悔い改めると、一人の罪人が神様のもとに戻ってきた場合、天上、天の御国においてはこれ以上ない喜びで喜んでいます。あまりにも神様は嬉しくて、嬉しくて、その喜びを隠すことができず天使を皆、総動員し、天においては「天使たちよ。あの地上のどこかで今、一人のたましいが罪人で滅びるしかなかった者が神に立ち返って戻ってきて救われたのです。失われていたたましいが救われました。喜ぼうではないか。天使たちは皆集合。パーティをしましょう」とします。それでその後も同じことです。神の御使いたちに喜びが沸き起こり、天使も一緒に喜びます。なぜ、このようなたとえ話をしていらっしゃったのでしょうか。パリサイ人や律法学者たちがイエスさまの周りに集まっている人たちの外見を見て見下して冷やかしていました。その理由がなぜかと言うと、なぜ外見によって人を判断し、それを基準にして無視したりあざ笑ったりしていたのかと言うと、彼らが今現在、外見は下っ端の人間で罪人で問題だらけの人で力の無い者であり、社会から無視されるような立場であり、また病気を抱えている弱々しい立場の人間ばかりかもしれませんが、それが良い悪いという意味ではありません。でも、彼らは今イエスに従っています。彼らはイエスさまを信じるようになりました。信じた途端に肉体的な人間的な外見がすぐに天使のように変わったわけではありません。けれども、彼らは単に律法学者たちが見ているように「あんな奴ら」と思われる人ではなく、イエスを信じている人々です。それを言葉を変えますと彼らは失われていたたましいで、彼らは罪人でありましたが悔い改めて神のみもとに戻ってきて、神の御旨に抱かれているたましいなのです。そうならば、あなたがたは冷やかしているかもしれません。外見を見て無視しているかもしれませんが、彼らはそのような人ではありません。天上においては彼らのためにパーティが開かれています。神様はあまりにも嬉しくて、その喜びを隠すことができないので、喜んで総動員してパーティを開いていらっしゃいます。神様の喜びの対象です。何を考えているのか」というお話です。人はイエスさまを信じることがどれほどすごいことなのかがわかっていないと、外見を見てすぐ過ちを犯すようになります。残念なのはクリスチャンである、イエスさまを信じている本人でさえ、イエスさまを信じることがどれほどすごいことなのかわかっていないと、その自覚がないと自分で自分を評価するときにも過ちを犯す可能性があります。そうするとパリサイ人や律法学者たちが見て冷やかしているようになりがちです。そのような過ちを犯すことが無いようにしましょう。もし今までそのような過ち、そういう評価をしていたのであれば、そこから早く改善されて正しく評価するようにしましょう。自分自身を見たとき、天上において神様が喜んで、喜んで、喜ぶ人なのだ。天使たちが全員、総動員されパーティ、宴会を開いて踊り賛美をするくらい喜んでいる対象だということを確認しないといけません。その確信を持たないといけません。問題は外見ではありません。私たちの外見ではありません。その人がイエスさまに従っているのかどうかです。彼らは今イエスに従っているのです。それは言葉を変えますと彼らはもうすでに悔い改めている者です。天上において最高の喜びのパーティが開かれる主人公です。そうならば、それは地上においても最高の奇跡であり、最高の出来事であり、最高に素晴らしい、嬉しい出来事です。何がでしょうか。イエス・キリストを信じることです。
それでまず私たちはこのような約束を心に刻む必要があります。イエスさまを信じること、イエスさまに従うことは地上最高の出来事であり、地上最高のニュースです。本当にそのように信じていらっしゃるでしょうか。だれも「あっそうなのか」とびっくり驚くような目つきでありません。皆さん、今日のニュースでアメリカの大統領が暗殺されましたというニュースが出ると「えっ」となるでしょう。それ以上のニュースなのです。聖書が言っているのは今そういうお話です。それと私たちが少しかみ合わないのでごじゃごじゃしているだけです。実はそういうことです。イエスさまを信じること。それを馬鹿にしてはいけません。地上、この地球の上で最高に素晴らしい奇跡である出来事なのです。なぜかというとイエスさまを信じるということはその人が今までどうしようもない罪人でしたが、そこから救われ神のみ胸に戻ってきたことですから、これは最高のニュースです。そして、他の何があってもこのニュースを作ることはできません。ハーバード大学に行ってものすごい研究をして生命学の何かの細胞を発見したとしても、罪人がその罪を赦され神のみ胸に戻ってくるということはありえません。できません。でも、イエスを信じるときにはそのようなことが起こるのです。それはどういうことでしょうか。今まで私たちはよく分かっていなかったでしょうが罪人であるというのは悪魔、サタンという暗闇の支配者というものの奴隷の状態で人生を送っていました。イエスさまを信じたその途端に、サタンの奴隷の状態から完全に解き放たれて解放されるようになります。だから、これはビックニュースです。だれがこのようなことをやることができるのでしょうか。何をすればこうなるのでしょうか。地上にその答えはありません。イエスさまを信じることだけです。もしイエスさまを信じなければIT企業でものすごい財閥になったとしてもサタンの奴隷のままの状態です。それを言い換えますと滅びるしかない運命の力に捕らわれていることだし、結局は地獄へ行くしかないそこから一歩も出ることができない、避けることができない、逃げられない運命の力に捕らわれているままの状態です。イエスさまを信じることはその運命から永遠に解き放たれ自由になり解放されることです。だから、イエスさまを信じることを馬鹿にしてはいけません。今、イエスさまがこのたとえ話をおっしゃっているのは見た目的に、また外見を見たときにいろいろな評価をするような、それであなたがたが見たときには「あなたがたは偉い。何であんな奴ら」と思うような外見、姿かもしれません。でも、彼らは最高の奇跡の主人公です。悔い改めた者です。その証拠は何でしょうか。イエスさまに従っている、イエスさまを信じていることです。クリスチャンの問題の核心部分と言いますと結局は大きな問題があるから、霊的な問題が残っているからではありません。イエスさまを信じることがどういうことなのかわかっていません。それが地上最高の奇跡だという答えが出ていないのです。それで余計ないろいろな葛藤に振り回されて、いろいろなものに惑わされるしかないのではないでしょうか。だから、何も変わっていないかのように思われるかもしれません。でも、イエスさまに従っているということは聖書が言っているように、以前のものは過ぎ去りすべてが新しく変えられた、新しく生まれる、新しい被造物になるのです。そのようなことがどこにあるでしょうか。どこに行けば何をすればそのようなニュースが聞けるでしょうか。ありません。どこに行っても、どのチャンネルを回してもそのようなニュースはありません。イエスに従うときにこのようなことが起こります。イエスさまを信じるだけです。彼らは今イエスさまと一緒にいます。イエスさまに従っている群れです。イエスさまを信じるとき、目には見えません。だから、多くの人がだまされてまた馬鹿にしているかもしれませんが、なぜイエスさまを信じることが地上最高の出来事なのかというと、イエスさまを信じるということは聖書が教えているように「あなたがたはあなたがたのうちに聖霊が宿っている神の神殿であることがわかっていないのか。」イエスさまを信じるときにこの腐るべき体の中に神様が神の霊として聖霊をとおして私たちの中に入って宿るようになりました。しかも永遠に離れることなく。だから、新しく生まれるというのです。これは日本の国がオリンピックに出て金メダルを200個取ったというニュースより大きなニュースです。そのような感覚がないでしょう。それを今イエスさまは教えているのです。パリサイ人はイエスさまに従うということがどういうことなのかわかっていないので外見ばかりを見て、ああだ、こうだと言っているだけです。それが失敗です。私たちが神の神殿になるわけです。どうすればでしょうか。イエスさまを信じることです。イエスさまを信じることが何かわかっていないので「イエスさまを信じます」と告白して言いながらも他にいろいろなことを気にしています。これが地上の最高の奇跡だということをわかっていいないので。これ以上何もいりません。これ以上何もありません。イエスを信じるとそれで終わりです。天上においてそれ以上ない大きな喜びがあふれる、それがイエスさまを信じることです。イエスさまを信じるとその瞬間からヨハネの福音書14章16節、17節に明記されているように、また聖書全体のテーマでもあります。その聖霊様が助け主となられ、その人の人生を失敗がないように永遠の天国まできちんと守り導かれるようになります。聖霊に導かれ聖霊に守られる人に変えられます。どうすればでしょうか。イエスさまを信じたその瞬間からです。それでダビデはものすごく辛い経験をしながらもイエスさまを信じることが何かわかっていました。サタンはイエスの言葉が聞こえないように、イエスと言う言葉をしゃべっていても意味が何かわからないように邪魔をします。思いをくらませることによって、キリストの栄光の光が輝かないように私たちの思いをくらませる誘い込む霊が働いていると聖書では言われています。他のところにはものすごくデリケートで、ものすごくピカピカするのですが、イエスの話が出ると頭の中がぼうっとすべてが重くなってしまいます。それがサタンの策略です。人生うまく行くはずがありません。成功は期待できません。だから、イエスさまを信じること、それが地上最高の出来事だと心からその内容を握ってください。ダビデは死の陰の谷を歩きながらもこのように告白しています。「神様のあわれみといつくしみは、永遠に私の人生を追ってくるだろう」と。変わることがありません。イエスさまを信じるとその神様の導きの中に入れられるようになります。もちろん、ピリピ3章20節に書いてあるとおり、イエスさまを信じることは天の御国の国籍が与えられて、もう天国に入れられるようにすでに保証されるようになります。それより大きなことがどこにあるのでしょうか。皆さんが博士の学位をとることより何十倍、何十億倍も大きなニュースです。なぜせっかくイエスさまを信じるようになったのに、それが皆さんの中で一番大きなビックニュースになっていないのでしょうか。そのようにしっかり皆さんの心の中に受け入れて刻んでおけば人生変わります。ですから、イエスさまを信じるということはこのように変えられる地上最高のビックニュースなので、イエスさまを信じる人はこれから何も気にしないで、「エルサレムから地の果てにまでイエスの証人になる」と言われているのに世界の福音化の主人公として人生を生きるようになります。そのように変わります。またそのような人生が待っています。これは奇跡ではないでしょうか。他のことを気にしなくても結構なのです。皆さんのいるところから世界にまで「私をとおして私が信じているイエスさまをとおして必ず神の国が臨まれて変えられます」というビジョンを持っていてください。なぜでしょうか。イエスを信じるとそのような人生になります。他に条件は何もありません。だれでもイエスの名を呼ぶ者は、イエスの御名を信じる者はそのような人、人生に変えられます。これより大きなビックニュースがどこにあるでしょうか。それで神様は皆さんが一生懸命頑張って、末端社員から社長になったことはこれっぽっちも喜ばないのですが、イエス・キリストを信じることが、神様はもう我慢できないくらい天上において喜んで、喜んで、嬉しくてしょうがないという喜びで喜ばれます。なぜかというとイエスさまを信じることが今申し上げましたように地上最高の出来事、最高の奇跡だからです。ですから、イエスさまを信じるときにそういう意味で天上においては十分です。他の何かで喜ぶことはありません。ある意味、人間的に申し上げると悲しむこと以外にはありません。地上を見ると皆、幸せが何かも知らないで幸せのために一生懸命汗をかいて頑張って、それで結局、幸せでもない人生を歩いているのを神様がご覧になると何と悲しむでしょうか。そのようなことばかりです。価値もないもの、永遠に続くことのないもの、臨時的なもの、消耗品などにいのちを懸けて泣いたり笑ったりしている人の姿を見ると、神様は何と悲しむでしょうか。しかもクリスチャンでさえそのような状態であれば神様は喜ぶ内容が一つもありません。神様が喜ぶのはイエスを信じるとき、罪人が悔い改めて神のみ胸に戻ってくるときです。イエスを信じることはすべてです。人生根本から永遠に、完全に変えられることです。ですから、当然ですが天上においては神様と御使いたちが大いに喜ぶことです。つまり、イエスさまを信じることは神様にとって最高の喜びです。ゼパニヤ3章17節にも神さまが私たちを静かにご覧になって喜んでいらっしゃるとあります。神様は皆さんのことを見てそのように喜ばれることを考えたこと、想像したことが、それで感動したことがあるでしょうか。皆さんはそのような対象です。今、皆さんが弱さを抱えているかもしれません。今の社会的な立場がそんなに偉い立場ではないかもしれません。逆に非難されるような問題を抱えているかもしれません。でもそのようなことと関係なく、イエスさまを信じたことによって神さまは皆さんのことを大いに喜んでいらっしゃいます。それを「アーメン」と皆さんの心の中に受け入れていただきたいと思います。「そうか。私は神に喜ばれているものなのだ。神様は私のことを大いに喜んでいらっしゃるのだね」と。なぜかというと神様はひとりのたましいが、私たちがイエスさまを信じて悔い改めて、罪人である私たちが神のみもとに戻ってくることのためにエペソ1章3節を見ると「世界の基が置かれる前からその計画を立て、それを実行に移し、あらゆる歴史を動かし、その救いの出来事を許された」と聖書は書いてあります。神様にとってはこれ以上大きなことはありません。皆さんがイエスさまを信じることのために世界の基が置かれる前から神様は計画を立てていらっしゃったのです。それで一人がイエスさまを信じると神様はもうその喜びに我慢できません。そういうことです。イエスさまを信じることは。レムナント教会の信徒の方々はぜひイエスさまを信じることに対して改めて、それに対して心からのプライドを持つようにしてください。「もし私が世にあるすべてを失うこと、すべてを奪われることがあってもイエスさまを信じましたことによって私は十分、幸いです」と言えるくらいに。もう一度言います。今日の約束はイエスを信じましたことは地上最高の出来事です。それ以上はありません。すべてはそれ以下です。神様は皆さん一人一人がイエスさまを信じて救われることのために、世界の基が置かれる前からされましたが、それを実行に移すためにイスラエルと言う民族を起こしていろいろな歴史を動かし、そのようなプロセスを持っていらっしゃいました。だから、小さいことではありません。一人のたましいがイエスさまと出会ってイエスさまのお話を聞いて、「イエスさまこそキリストです。イエスさまこそ救世主です」と悟って心から受け入れるようになるまでイスラエルの民族を起こされ、アブラハムとモーセ、ダビデが用いられ歴史を動かして来られました。それにプラス、皆さん個人の生まれから今までの人生のプロセスというものを神様は動かしていて様々なことを許され、結局の目的はイエスさまを信じるように、イエスさまの御前にひざまずくように、すべてを全部おろしUターンして「イエスさま。あなたしかいません。あなたは私の救い主です」と告白させることです。なぜイエスさまを信じるとこれほどの最高のものすごい奇跡でしょうか。イエスさまだけがキリストだからです。イエスさまだけがメシヤです。皆さんがイエスさまを信じるのはだれかのお話を聞いて、あるいは親に連れられて簡単に信じたと思っているかもしれません。信じることは恵みによって簡単です。でも、そのときまで世界の基が置かれる前からスタートし、イスラエルを動かして紅海も分けながら、マナを降らしながらイスラエルの歴史を動かし、それから皆さん一人一人の人生をすべて動かしています。私たちが見たときには良いこと悪いことがいっぱいありますが、そのすべてを全部コントロールし動かし、イエスさまを信じるところにたどり着くようにされました。それで一人がイエスさまを信じたとなると、それは奇跡であり、神様にとってはそれ以上の喜びはありません。神様の最高の喜びです。これがイエスさまと一緒に食事をしている人々をあざけって冷やかしていたパリサイ人や律法学者たちに向かってイエスさまがたとえ話をされた内容です。一言で申し上げるとあなたがたはイエスがだれなのかわかっていない。だから、「イエスさまに従うということがどういうことなのかまったくわかっていないのでそのような目で見るしかないでしょう。かわいそうな人たちよ」というようなお話です。それをとおして私たちが、それならばイエスさまを信じること「私はこの一緒に食事をしている群れと同じイエスさまを信じイエスさまに従っている人ではないでしょうか」。どんなきっかけがあったかはそれぞれ違うでしょうが、そうならば「私は外見にこだわらないで、外見に捕らわれないで、外見に構わず、自分自身のこと、自分の人生を奇跡の人生だと思わないといけません。そういう意味でイエスさまを信じることが皆さんが考えている1千倍以上の地上最高の奇跡、地上最高にうれしい出来事ですので、
イエスさまを信じている人は外見に関わらず名前が変わります。呼び方が変わります。名称が変わります。少しだけ考えても。聖書ではこう言っています。「だれでもイエスを信じる者は神の子どもと呼ばれる」と。なぜでしょう。イエスさまを信じることが最高の奇跡だからです。だから、イエスさまを信じている人はどんな過去だったのか、今現在どのような状況なのか、ここに集まっている人のように社会的に無視される立場のままなのか、病気を抱えているままなのか、無知なままなのか、才能が無い人のままなのか、暗い過去を抱えているままなのか関係なく、神の子どもという新しい名前が付けられて、「あなたは神の神殿であることがわかっていないのか」と言うように名称が変わります。ローマの手紙3章24節を見てもパリサイ人はあざけっているのでしょうが、神様はそのパリサイ人は裁きの対象であって、罪人と言われている人に向かっては「あなたは義人だ」と義と認めていらっしゃいます。イエスさまを信じることによって義人です。パリサイ人や律法学者たちの目は錯乱の目です。まったくでたらめです。それが見えません。それで第1ペテロ2章9節、10節を見ると「私たちは選ばれた神の民、神の国の種族、王である祭司」などの名称がつけられます。特別な伝道者、あるいは柳先生だけにつけられるものではなく、イエスさまを信じる者はだれ一人として例外なく「あなたは王である祭司」マタイの5章13節には「あなたは世の光であり、世の塩です」と言われます。なぜでしょうか。イエスさまを信じているからです。違うでしょう。皆さんは皆さんのことをそのように呼んで、そのように認めていらっしゃるでしょうか。周りが何と言おうがそれはわかっていないからです。それはただ参考に過ぎないものです。エペソ2章19節にはこのように言われています。しかもものすごい表現をしています。「あなたがたは以前はイスラエルの外にいた者ですが今は新しいイスラエルであり、あなたがたは神様の家族です」と。ここの家族と言うのはものすごい意味があります。神様とワンネスになっているということです。だれがでしょうか。イエスさまを信じる者は。他に何か条件はありませんか。早期解散のためにはいろいろな条件が付けられるのでしょうが、ここには条件がありません。イエスさまを信じる、これ以外にはありません。それほどイエスさまを信じることは地上最高の出来事です。それが皆さんにも起きました。もうすでに起きています。ただ本人がわかっていないだけです。なんと残念でしょう。わかっていないとパリサイ人のように自分自身を評価するときにでたらめな評価をして葛藤を覚えがっかりし失望し余計なことばかり求めていたり、そうなってしまいます。悲しむべきことを悲しまないで、また笑うべきことを笑わないで全部、見当がずれてしまいます。残念です。たぶん、それを正すために神様は様々なことを私たちに許されるのかもしれません。これを全部まとめるとそれを教会と言います。エクレシアです。イエスさまを信じている人に対して教会と言う名称がつけられます。教会は世の中にいますが世の中の他の人とは違います。天とこの地をつなぐはしごのような存在、これが教会です。なぜでしょうか。イエスさまを信じているから。そのように皆さんの望みと関係なく、わかっている、わかっていないか関係なく、そのように考えています。勉強を一生懸命やって、一生懸命祈るとこうなるのではなく、イエスさまを信じることによってこのように名称が変わってしまいました。それで神様は大いに喜んでいらっしゃいます。天上において最高の喜びであれば、地上においても最高の喜びです。喜んでください。何があったとしてもイエスさまを信じていらっしゃるのではないでしょうか。イエスさまを信じるように恵まれている方ではないでしょうか。だから、自分と自分の人生を喜ぶようにしてください。皆さんが神様より偉いのでしょうか。神様が喜んでいらっしゃるから皆さんも皆さんのことを喜ばないといけません。喜んでください。「でも先生」。その「でも」を全部消してとにかくまず喜んでください。何が「でも」でしょうか。「でも」より「イエスを信じています」の方が上です。もう一度申し上げますが、イエスさまを信じていることは地上において最高の奇跡、出来事です。最高というのはその上に無いということでしょう。

そうならば、それで天において神様と天が喜び、それから、その結果、イエスさまを信じている私たちが外見と関係なく、ものすごい名称をいただくようになることであれば、これから残りの生涯、いつでもイエスさまを信じたこと、その祝福を一番上に持っていかないといけません。これが信仰生活です。最高でしょう。だから、最高の位置にいつも置いておかなければいけません。これが私たちのやるべきことです。「でも」。でも何があるのでしょうか。「でも私はまだ病気が。私はまだ霊的な問題がそのままある。私は家庭の中にこういうことがある。わたしにはこんな弱さがあります。いろいろあります。このように無視されています。だまされました」。いろいろあるでしょう。刑務所にも入れられたり、濡れ衣を着せられることもあったり、でもそれはイエスさまを信じている救いの祝福が最高であれば皆その下です。その上にこれが昇ることができないように。最高と言う約束。皆さん、何が悩みでしょうか。その悩みがこの最高の下です。全部下にしまっておかないといけません。マスコミ、新聞、放送局も同じですがニュースの時間に今週の一番のビックニュースが何か選びます。そして、一番前面に何を出したらよく売れるかと考えて会議に会議を重ねて決めます。「ジャイアンツ優勝」などと。決めたとしても、その編集がほぼ終わったとしましょう。そして、印刷に入ろうとしたときに「アメリカの大統領が暗殺された」たとえば、そのような速報が入ったとすれば、また会議し今までトップだったものを削除し裏に回し、一番大きなニュースを前面に持ってくるでしょう。たまにそのように報道されるでしょう。今短く申し上げましたが皆さんの中で何が一番大きいでしょう。悲しいかうれしいか関係なく一番大きな出来事があったかもしれません。でも、皆さんの中でイエス・キリストを信じることが最高のニュースです。そうならば、全部後ろに回して前面に「イエスさまを信じました。救われました。救いの祝福」それをいつも持ってこなくてはいけません。そうでないと売れません。その新聞はなかなか売れません。わかりますか。それが信仰生活です。とにかく私たちの計算や考えも全部下して、一番真っ先に、一番上のトップの方にイエスさまを信じましたこと、朝目覚めたときにそれをまずトップに持ってこなくてはいけません。病気にかかったときにトップに持ってこなくてはいけません。だから、最高の出来事です。そうでないと、この素晴らしい祝福の喜びの対象として見えないで、パリサイ人が見ているかのように外見としていろいろなことが見えてきます。「私はなぜこうなのか。いつも辛いことばかり。だめだ」というように見えてくるようになります。それは本当にそうだからではありません。トップに持ってくるべきものを持ってこないからそうなるのです。何をトップに持ってくるのでしょうか。イエスさまを信じましたこと。なぜですか。それが最高だからです。最高はその上にありません。前にもお話したように、今はそのようなゲームがあるかわかりませんが、丸く口が開いていてパクパク全部食い尽くすようなもので一番大きいもののように何でも食い尽くします。イエスさまを信じました。これが最高であるというのは他は全部その下に食い尽くしてトップに持ってくるようにすることです。親がとても変な方でしょうか。子どもにいろいろな問題があるでしょうか。それをきちんと考えるためにはこれをトップに持ってこないといけません。でも、私たちは自分の周りに起きている様々な出来事がいつもトップになります。だから、新聞がぐしゃぐしゃなのです。だれもその新聞を見ません。売れる新聞になるには、その新聞が売れるというのは伝道なのです。伝道になりますか。イエスさまを信じていることをトップに持ってきて、それによる神の喜びが私の喜びになる、私は神に喜ばれている者、私は幸いな者、私はすごく祝福された者だと、これをいつも前面に持ってこないといけません。パウロの信仰はその代表的な信仰でした。パウロが一番多く使っていた言葉が「主にあって。キリストにあって」です。刑務所の中に入ってもトップはキリストになって、人に迫害されているときにも、道が塞がれているときもいつも「主にあって、キリストにあって」でした。自分がイエス・キリストを信じていることをいつもトップに持ってきていました。なぜでしょう。それが事実、最高なので。

そういう意味で、皆さんはこれから何があってもそれをトップに持ってきて、信者としての絶対的な自負を守っていただきたいと思います。外見や環境、人の声などに構わず、それに振り回されないで、絶対的自負と言うのはそれらに揺れない、振り回されない、動かない自負です。「私はイエスさまを信じています。もうこれでおしまいです」。これによる絶対的な自負を持ってください。「私は祝福された者です。私は地の果てにまでイエスの証人になれる者です。自分の能力と関係ありません」と信じてください。「私は神に喜ばれている者。だれも私に勝つことはできない」という自負を持ってください。たとえ今現在、外見を見たときには下っ端かもしれません。人間的に無視されるような立場にいるかもしれません。そういうことにこれっぽっちも振り回されないで影響を受けず「私は幸いな者です。私は祝福された者です。私にはできる。必ず神の祝福、神の御国が現れるようになる」という自負を持ってください。これが自負です。

「私は最高に祝福された者です」この自負を持って、そうならば皆さん、本当にその確信を持っていれば少しだけでもそのことをもって神様を見上げこの祝福の中に集中して感謝していれば、必ず皆さんの内側から皆さんのいるところに皆さんの力と全く関係ない神の力が現れて、神による変化が必ず見られるようになります。必ず、内側も変わります。慌てなければいいです。たくさんの祈りでもありません。少しだけでも。この自負をしっかり守って、神様のことを少しだけでも1日5分でもよいです。集中して見上げて「神様。聖霊に満たしてください。余計な不信仰が私から消えていくようにしてください。聖霊に満たして、私を神様の御心のままに私を動かして導いてください。全部任せます。もう私にはこれ以上、未練も他に野望も欲望も後悔も何もありません。イエスさまを信じたからもうおしまいです。神様。神がともにおられる者なので聖霊に満たしてください。私を変えて神様が喜ばれる道を歩ませてください」と少しだけでよいです。本当に少しだけでも素直に祈ってみてください。そうすると、皆さんは少しだけなのにものすごい奇跡が起こるようになります。それほど、皆さんは最高に祝福された神の民であることを忘れないでいただきたいと思います。もうすでに神様はそのようになさいました。すでに喜んでいらっしゃいます。それから、今も皆さんがそのイエスさまを信じたことを思い出して「これは最高だね」と思い出すとき、神様はまた喜びます。神様を喜ばせて神様の顔にしわがいっぱいできるくらい喜ばせて笑わせるにはどうしたらよいのでしょうか。イエスさまを信じることです。それが最高です。
最後です。そうならば皆さんの残りの生涯、皆さんが何をしようがどこにいようが、成功することとか必ずそうなるでしょうが、そういうことがちっぽけに見えるくらい最高の人生のやりがいは何でしょうか。一人の失われているたましいがイエスを信じて神様に立ち返ること、それより大きなことはありません。それをいつも頭に入れて覚えていて、私をとおしてそのようなことが私の人生の中で起きるようにしてください。たましいが救われること、神様が一番喜ぶ、地上最高の出来事に私が関わるようにしてください。これが祈りの中の最高の祈りになるようにしてください。その目で今皆さんが関わっている人々、皆さんの置かれている現場を改めて見てください。たましいが救われること、それは私たちが考えている以上にものすごい出来事であることを今日心に約束とし刻んでいただきたいと思います。
（お祈り）









、たルインです。ったースがが信じることがて冷やかしていたパリサイ人や律法学者た知
































































































愛する天の父なる神様。ありがとうございます。パリサイ人や律法学者たちが見ていたように私たちもうっかりすると、自分自身、また信徒の方々を見るときにそのような目で見て過ちを犯す可能性があります。今日のメッセージをとおして、イエスさまを信じることが最高の出来事であり、いつもそれをトップに持ってきて、どんなことでもすべてその下に収めることができる信仰を与えてください。自分と自分自身の人生を誇りに思って自負を持って、またほめることができ、愛することができ、そして、感謝することができるように祝福してください。暗いすべての力がクリスチャンの一人一人、その生涯から消え去るように働いてください。イエス・キリストの御名によってお祈りします。アーメン
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